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官房長官が学校再開は問題ないと発言しました。

蔓延の恐れが高いが、再開は問題ない、とは一体全体どういう意味なのでしょう。

ヨーロッパやニューヨークの状態、地獄のような状態になっているのに。2-3週後に東京もそのよ
うな状態に陥る可能性が十分あるのに。勉強が遅れるとか、自宅で退屈でかわいそうとか、入学
式ないとかわいそうとか、生きていてなんぼの話でしょう。高齢者に重症、死亡が多いのは事実
ですが、若者や子供も死ぬことがあるのはすでに分かってきたことです。学校が再開されれば、
確実に人と人の接触が劇的に増加します。子供たちから伝播して、家族がなくなるケースが増える
でしょう。それを知った子供は一生トラウマを抱えるでしょう。自分に非がなくても、自分が運
んだウイルスで家族が死ねば。勉強や入学式の思い出なんて、それに比べればどうでもよいことで
す。いろんな利害のもとに報道、声明を出すテレビや政府を盲信せず、海外で起きていることをよ
くみてください。いま、学校を再開するべきではないと思います。


腎移植後の方は、コロナウイルスへの感染のしやすさは一般人と同等と考えられていますが、免
疫抑制剤を内服しているため、重症化しやすく危険です。


皆様がご自身とご家族を守るためにお願いしたいこと

・できる限り出かけないこと

・頻繁に石鹸と水でしっかり手を洗うこと（自分以外の人間が触れたものに触れた後は必ず手を
洗う）

・洗った直後ではない手で、目や鼻、口を触らないこと

・握手はしないこと

・かぜ症状のある人には近づかないこと

・人混みには絶対に行かないこと（混雑した電車やバス、役所、銀行なども）

・密室には絶対に行かないこと（飲み屋、カラオケボックスなども）

・家族も含めて、1.5メートル以内の至近距離で話をしないこと

・保育園、幼稚園、小中高校大学生のお子さんやお孫さんと同居中の場合、今後通園、通学再開
するのであれば、なるべく別居すること。できない場合は部屋を分ける、食卓を伴にしないな
ど、できる限り接触しない工夫を

・旅行はしないこと

・マスクをすることで感染を予防できません。隙間からウイルスは侵入します。ただし、無意識
に鼻や口を手で触れてしまうことを防ぐことができます。

・洗っていない手で、なんどもマスクの位置やずれをなおしたりすると、マスク自体が汚染しま
すので、マスクをしている意味がなくなります。マスクを頻繁に触らないようにすること。

・外来受診も、他の場所への外出と同様に一定の危険があります。腎移植後１年以内の拒絶反応
や日和見感染症などのトラブルが起こる可能性のある方は定期の通院が必要です。また定期的な
注射を必要とする方も通院が必要です。それ以外の安定して定期注射もない腎移植後１年以降の
方は急激に腎臓に異変が起こることが少ないため、落ち着くまでできる限り外来受診を延期した
いと考えています。


ご自身を守るために、ご家族にも協力していただきたいこと

・不要な外出はしないなど、腎移植後患者さんと同じ感染予防の注意点を守ること




・仕事、その他避けられない事情で、不特定多数の人間と接したり、人混みや閉鎖空間に行く可
能性のあるご家族、どうしても通園通学する園児、児童、生徒、学生の方は腎移植後患者さんと
は別居（隔離）を考えることも必要かと思います。


コロナウイルスによる危険がいつ落ち着くのか

・近日、首都圏、大都市などで爆発的増加があるかもしれません。それがあるにしろないにしろ、
いずれ感染者数が減少する時期が来るでしょうが、それには６か月-１年という単位の時間がかか
るかもしれません。また、冬になる前や、海外からの持ち込みなどで、散発的に流行が起きては
収束することを繰り返し、人口の半分以上の人が免疫ができて最終的に本当に落ち着くまでは数
年かかるかもしれません。

・まず、みなさんの危険性が下がり、行動などの制限を解除できる時期は、有効な治療薬の発売
されるタイミングだと思います。有効な抗ウイルス剤により、感染しても重症化が防げることが分
かればなんとかなります。ワクチンは免疫抑制剤投与中の方は効果が少ないですし、発売まで１-
２年かかると考えられています。


